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LRと略す〉となる。濃度 1M(約 10w七%)、推定分子量 (Mw)6 X 106のPNIPA-LRの廷伸
試験〈変形速度:2.86隠 in-1) での応力一歪み曲線を図 2aのLRに示す 5)。絡み合い以外の
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が少ない領域では、 ORゲノレの場合と同様iこ、弾性率の少しクレイ濃震 (C出 y)2bに示す。









に満たない破断強度が 100倍以上の 1MPaを超える値となり、破壊エネノレギー (oc函 3aの
応力一歪由線の下の面積)は ORゲノレの 3000倍以上iこ達する 480

































































面架橋していると結論された。更に、 NCゲル全体 図4 有機/無機ネットワーク構造
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その結果、広い周波数範囲 (ω=10-1~102 rad-りにおいて、 G' (貯譲弾性率) >G" (損失弾
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図5 (a) 900%まで延伸後の残留歪み (A:急速回復、 B:遅延田護、 C:永久歪)6) 
(b)力学西要素モデ、/レ
C九lay前後でのネットワーク変形挙動の違いは、 NCゲ、/レの再延伸試験における物性変化で
も明確に譲察された 6)0 NCゲ/レの廷停および再廷伸における強度、弾性率の Cclay依存性を
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